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灘

日頃の練習の成果を
十分に発揮し…

　2月9日（日）、なかさと清津スキー場で『村

民スキー大会』が行われ、村内の小学生から

一般まで、大勢の人たちで賑わいました。

結果については、3ページの通りです。
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一も

し
　
か

　
は
し
か

　
麻
疹
は
小
さ
な
子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
重
大
な
感
染
症
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
し
ん

で
す
。
感
染
性
が
強
く
、
発
熱
、
発
疹
を
主
な
症
状
と
し
ま
す
が
、

と
き
に
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
命
に
か
か
わ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
麻
疹
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。

一
歳
に
な
っ
た
5
予
防
接
種
を
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…

　
麻
疹
は
子
ど
も
の
病
気
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
麻
疹

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
が
な
け

れ
ば
、
大
人
で
も
か
か
る
病
気
で

す
。
た
だ
、
や
は
り
最
も
麻
疹
に

か
か
り
や
す
い
の
は
、
乳
幼
児
期

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
感
染
症
法

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
「
感
染
症

発
生
動
向
調
査
」
で
は
、
近
年
、

増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
で
み
る
と
一
歳

児
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
麻
疹
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

！
、

ノ

る
た
め
の
有
効
な
手
段
が
予
防
接

種
で
す
。

　
麻
疹
の
場
合
、
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
生

後
十
二
か
月
か
ら
九
十
か
月
未
満

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
予
防
効
果

と
安
全
性
の
面
か
ら
生
後
十
二
か

月
か
ら
二
十
四
か
月
に
受
け
る
の

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
麻
疹
に
か
か
っ
て
し
ま
う
前

に
、
『
歳
に
な
っ
た
ら
早
め
に
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
の
　
㌧
ワ

／
　
ゆ

4
　
、

ノ’’
．
免

麻疹の特徴

く感染経路＞

　麻疹の原因は麻疹ウイルスです。麻疹ウイルスは、麻疹にかかっ

　た人のせきやくしゃみなどから空気感染します。

＜症　　状＞

　■潜伏期間　　　10～12日

　■主な症状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんたいかん　　［カタル期］　38℃前後の発熱が2～4日続き、倦怠感やくしゃみ、

　　　　　　　　せき、鼻水、結膜炎症状などが現れます。乳幼児

　　　　　　　　では下痢や腹痛などの症状を伴うことが多くあり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんてん　　　　　　　　ます。また、口の粘膜には白い小さな斑点（コプ

　　　　　　　　リック斑）が現れます。

　　［発疹期］　　いったん高熱が引きかけますが、半日ほどで再び

　　　　　　　　39～40℃の高熱になります。それと同時に、耳の

　　　　　　　　後ろ、首、額などから赤い発疹が出はじめ、翌日

　　　　　　　　には顔面や体全体に発疹が広がります。

　　［回復期］　　高熱は発疹が現れてから3～4日ほどで解熱し、発

　　　　　　　　疹の色も薄くなってきます。合併症がなければ、

　　　　　　　　7～10日程度で回復します。

灘
　麻疹の予防接種による有効率
は95％以上です。接種して1週
間後から発熱や発疹など、軽い

麻疹に似た症状が出ることがあ
りますが、通常は1～2日でその
症状は消えます。また、まれに、

アレルギー反応や熱性けいれん

が起こることもあるので、予防
接種を受ける前は、かかりつけ

の医師によく相談し、体調など

を十分にチェックしてもらいま
しょう。

（資料提供二厚生労働省）
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．
0

だ∫

村
艮
ス
串
－
六
害
結
累

　
2
月
9
日
㈲
、
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
i
場
で

村
民
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
と
ア
ル
ペ
ン
、
そ
し
て
今
年
は
じ
め
て
行

わ
れ
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
3
種
目
で
、
競
技
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
午
前
中
は
霧
が
か
か
り
、
競
技
を
す

る
に
は
絶
好
日
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
選
手
や
そ
れ
を
応
援
す
る
ご
両
親

な
ど
の
熱
気
が
天
に
伝
わ
っ
た
の
か
、
午
後
か

ら
は
徐
々
に
霧
や
雪
が
晴
れ
て
い
き
、
無
事
競

技
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
は
次
の
通
り
で

す
。⑳
・
ス
カ
ン
ト
リ
あ
部

◆
小
学
生
1
年
男
子

①
藤
田
拳
（
貝
野
）
②
渡
辺
大
貴
（
田
沢
）
③
中

島
和
希
（
貝
野
）
④
南
雲
貴
裕
（
倉
俣
）
⑤
柳
恒

輝
（
貝
野
）
⑥
大
口
巧
（
田
沢
）

◆
小
学
生
1
年
女
子

①
廣
田
美
帆
（
田
沢
）
②
羽
鳥
結
花
（
貝
野
）
③

川
田
梨
沙
（
貝
野
）
④
齋
木
柚
葵
（
貝
野
）
⑤
鈴

木
可
南
子
（
清
津
峡
）
⑥
南
雲
祐
美
（
貝
野
）

◆
小
学
生
2
年
男
子

①
瀧
澤
元
気
（
倉
俣
）
②
阿
部
誠
人
（
貝
野
）
③

吉
楽
洋
平
（
貝
野
）
④
藤
田
大
誠
（
貝
野
）
⑤

五
十
川
奨
（
清
津
峡
）
⑥
服
部
弾
馬
（
田
沢
）

◆
小
学
生
2
年
女
子

①
江
口
若
菜
（
田
沢
）
②
宮
崎
緑
（
清
津
峡
）
③

桑
原
泉
（
清
津
峡
）
④
高
野
の
ぞ
み
（
倉
俣
）
⑤

山
田
美
喜
子
（
倉
俣
）
⑥
村
山
愛
（
貝
野
）

◆
小
学
生
3
年
男
子

①
南
雲
裕
斗
（
倉
俣
）
②
服
部
勇
馬
（
田
沢
）
③

羽
鳥
亮
（
貝
野
）
④
渡
辺
駿
希
（
田
沢
）
⑤
柳
翔

輝
（
貝
野
）
⑥
南
雲
貴
光
（
田
沢
）

◆
小
学
生
3
年
女
子

①
藤
ノ
木
は
る
か
（
清
津
峡
）
②
南
雲
舞
（
貝
野
）

③
山
田
悠
佳
（
田
沢
）
④
南
雲
友
貴
（
倉
俣
）
⑤

池
田
夏
美
（
田
沢
）
⑥
星
野
ひ
か
り
（
田
沢
）

◆
小
学
生
4
年
男
子

①
林
隼
人
（
貝
野
）
②
鈴
木
竜
峰
（
倉
俣
）
③
池

田
大
河
（
貝
野
）
④
鈴
木
貴
也
（
倉
俣
）
⑤
山
田

裕
之
（
倉
俣
）
⑥
高
橋
泰
輔
（
倉
俣
）

◆
小
学
生
4
年
女
子

①
大
島
藍
（
倉
俣
）
②
川
田
麻
奈
（
貝
野
）
③
廣

田
真
祈
子
（
田
沢
）
④
大
島
智
春
（
倉
俣
）
⑤
鈴

木
遥
香
（
倉
俣
）
⑥
富
井
結
貴
奈
（
田
沢
）

◆
小
学
生
5
年
男
子

①
阿
部
健
人
（
貝
野
）
②
瀧
澤
光
司
（
倉
俣
）
③

井
ノ
川
広
（
貝
野
）
④
横
田
寛
人
（
貝
野
）
⑤
高

橋
雄
大
（
倉
俣
）
⑥
齋
喜
渉
（
倉
俣
）

◆
小
学
生
5
年
女
子

①
山
田
有
佳
子
（
倉
俣
）
②
太
島
佑
佳
（
田
沢
）

③
吉
楽
真
樹
（
貝
野
）
④
鈴
木
敦
子
（
倉
俣
）
⑤

渡
辺
陽
菜
（
田
沢
）
⑥
樋
口
弥
生
（
田
沢
）

◆
小
学
生
6
年
男
子

①
羽
鳥
光
太
郎
（
貝
野
）
②
南
雲
圭
太
（
貝
野
）

③
南
雲
洗
太
（
貝
野
）
④
鈴
木
大
貴
（
倉
俣
）
⑤

南
雲
礼
央
（
貝
野
）
⑥
大
口
正
洋
（
倉
俣
）

◆
小
学
生
6
年
女
子

①
中
島
由
貴
（
貝
野
）
②
南
雲
淑
衣
（
倉
俣
）
③

関
谷
千
里
（
田
沢
）
④
岡
村
美
紅
（
倉
俣
）
⑤
大

口
美
和
子
（
倉
俣
）
⑥
松
崎
初
奈
子
（
倉
俣
）

◆
中
学
生
男
子

①
中
島
有
基
②
鈴
木
直
人
③
鷹
巣
哲
④
樋
口
葉

太
⑤
南
雲
大
輝
⑥
高
野
雄
毅

◆
中
学
生
女
子

①
瀧
澤
ち
な
み

㊧
ル
ペ
ン
の
部

◆
小
学
生
1
年
男
子

①
渡
辺
大
貴
（
田
沢
）

志
田
将
紀
（
田
沢
）

原
慎
吾
（
田
沢
）

◆
小
学
生
1
年
女
子

①
志
田
美
紀
（
田
沢
）

◆
小
学
生
2
年
男
子

①
高
橋
一
輝
（
田
沢
）

山
田
敏
巳
（
田
沢
）

澤
元
気
（
倉
俣
）

◆
小
学
生
2
年
女
子

①
山
本
夏
希
（
田
沢
）

高
橋
彩
（
倉
俣
）

◆
小
学
生
3
年
男
子

①
志
田
晃
仁
（
田
沢
）

春
日
想
楽
（
田
沢
）

富
井
孝
典
（
田
沢
）

◆
小
学
生
3
年
女
子 　

　
②
樋
口
優
輔
（
田
沢
）
③

　
④
樋
口
礼
生
（
田
沢
）
⑤
上

⑥
樋
口
大
悟
（
田
沢
）

　
　
②
大
島
篤
樹
（
倉
俣
）
③

　
④
大
島
卓
巳
（
倉
俣
）
⑤
瀧

⑥
大
口
貴
裕
（
倉
俣
）

　
　
②
高
橋
芽
以
（
倉
俣
）
③

④
竹
藤
友
輝
（
倉
俣
）

　
②
渡
辺
駿
希
（
田
沢
）
③

④
井
之
川
実
暖
（
田
沢
）
⑤

⑥
杉
谷
忠
信
（
田
沢
）

①
樋
口
由
希
子
（
田
沢
）
②
渡
邉
沙
也
佳
（
田
沢
）

③
樋
口
紗
里
（
田
沢
）
④
山
田
悠
佳
（
田
沢
）
⑤

広
田
知
里
（
田
沢
）

◆
小
学
生
4
年
男
子

①
鈴
木
貴
也
（
倉
俣
）
②
高
橋
泰
輔
（
倉
俣
）
③

林
隼
人
（
貝
野
）
④
山
田
大
生
（
田
沢
）
⑤
小
川

隆
文
（
貝
野
）
⑥
上
原
太
地
（
田
沢
）

◆
小
学
生
4
年
女
子

①
上
原
智
佳
（
田
沢
）
②
川
田
麻
奈
（
田
沢
）
③

太
島
咲
輝
（
田
沢
）

◆
小
学
生
5
年
男
子

①
瀧
澤
大
（
田
沢
）
②
高
橋
雄
大
（
倉
俣
）
③
齋

喜
渉
（
倉
俣
）
④
阿
部
健
人
（
貝
野
）
⑤
丸
山
貴

裕
（
田
沢
）
⑥
志
田
大
貴
（
田
沢
）

◆
小
学
生
5
年
女
子

①
高
橋
杏
奈
（
田
沢
）
②
樋
口
慶
子
（
田
沢
）
③

廣
田
真
理
（
田
沢
）
④
桑
原
早
希
（
田
沢
）
⑤
村

山
委
紗
（
田
沢
）
⑥
渡
邉
響
子
（
田
沢
）

◆
小
学
生
6
年
男
子

①
鈴
木
大
貴
（
倉
俣
）
②
渡
邉
雄
大
（
田
沢
）
③

上
原
一
功
（
田
沢
）
④
渡
辺
和
広
（
田
沢
）
⑤
南

雲
礼
央
（
貝
野
）

◆
小
学
生
6
年
女
子

①
関
谷
千
里
（
田
沢
）
②
富
井
明
日
香
（
田
沢
）

◆
中
学
生
男
子

①
上
原
眞
嗣
②
廣
田
大
理
③
広
田
浩
司

◆
一
般
成
年
男
子

①
山
本
勝
利
②
鐙
野
俊
一

◆
一
般
壮
年
男
子

①
樋
口
秀
夫
②
広
田
慎
一
③
富
井
英
雄

⑳
イ
ボ
ー
ド
の
部

①
村
山
達
章
（
一
般
）
②
斎
喜
直
（
一
般
）
③
桐

生
英
樹
（
中
里
中
）
④
樋
口
学
（
中
里
中
）
⑤
林

大
（
中
里
中
）
⑥
上
原
淳
一
（
中
里
中
）

広報なかさと平成15年3月10日3



3
月
2
日
㈲
、
春
を
感
じ
る
暖
か

い
陽
気
の
中
、
上
山
集
落
の
雪
上
運

動
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

雪
上
を
長
靴
で
走
る
と
い
う
動
作

は
、
滑
っ
た
り
足
を
取
ら
れ
た
り
と

見
た
目
よ
り
も
難
し
く
、
ゴ
ー
ル
を

す
る
と
き
に
は
頭
か
ら
滑
り
込
む
よ

う
な
形
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
て

い
ま
し
た
。

　1月25日号広報なかさとと同時に「村へのは

がき」を配布しました。寄せられたはがきの一部

を紹介します。

国、罵鵜3鴛条為‘赫灘
のような取り組みが行われているのですか？

回答雪国はつら屡例（昭63・3・28）は克雪

　　　　利雪、親雪について雪対策の長期的か

つ総合的推進をはかり、すべての村民がはつらつ

とした活力ある村づくりを目指すため制定された

ものです。

　この条例に基づき「雪処理要領」、「活雪要領」

も制定されており具体的な事業としては、村道の

消雪パイプによる融雪区問や大型機械による除雪

区間を毎年設けております。また大型機械の対応

ができない狭い村道については集落に歩行型除雪

機を貸与しております。

　住宅にっいては当初克雪屋根の借入金について

利子補給をしておりましたが現在は補助金（最高

30万円）にかわりました。農業では雪室による

野菜、球根の貯蔵や花卉の抑制栽培、温泉活用の

温室栽培が行われています。

　この条例に定められる前、各集落では伝統行事

の鳥追い、道楽神焼きや雪上運動会を行っており

ましたが村全体の祭として雪原カーニバルが生ま

れ今回で15回を数えました。

　なお春、雪を集めシートで覆い保存し、清田山

自然運動公園まつりでは真夏の雪のスベリ台を設

け子供達に人気をはくしております。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
借
り
物
競
争
」
で
は
、
カ
ー

ド
に
書
か
れ
た
ユ
ー
モ
ア
あ
る
借
り

物
に
、
見
て
い
る
人
た
ち
に
も
笑
顔

が
溢
れ
、
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

な
っ
て
手
を
つ
な
ぐ
姿
、
ソ
リ
に
乗

っ
た
大
人
を
小
学
生
2
人
で
押
し
た

り
引
っ
ぱ
っ
た
り
し
て
ゴ
ー
ル
す
る

姿
は
微
笑
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

鈴
木
正
伴
ざ
ん
、
樋
ロ
作
太
郎
さ
ん
麟

渡
辺
増
藏
ざ
ん

社
資
（
日
赤
社
費
）
功
労
表
彰

平
成
1
5
年
1
月
2
0
日
付
け
で
、
日

本
赤
十
字
社
に
対
し
多
額
の
社
費
を

寄
せ
、
赤
十
字
事
業
の
進
展
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
新
潟

県
支
部
長
”
平
山
征
夫
（
新
潟
県
知

事
）
名
で
、
鈴
木
正
伴
さ
ん
（
角
間
）
、

樋
口
作
太
郎
さ
ん
（
西
田
尻
）
、
渡

辺
増
藏
さ
ん
（
高
道
山
）
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
感
謝
状
が
、
2
月
12
日
㈱
に

渡
辺
増
藏
さ
ん
が
来
庁
し
、
中
里
分

区
長
（
山
本
村
長
）
か
ら
手
渡
さ
れ
、

渡
辺
さ
ん
は
深
々
を
頭
を
下
げ
、
感

謝
状
を
受
取
り
ま
し
た
。

　
　
　
蟄
溢
　
　
　
　
　
　
　
墨

　
　
　
弱
㎜
　
　
　
　
噛

　
　
　
瀬
　
　
羅

　
　
　
難
　
　
難
灘
、

　
　
　
懸
・

　
　
　
灘
雛

義
・
瀦
講
購
鐵
嚢

　
　
講
⑳
願
後
滋
難

　
　
ま
蟻
灘
蕪
脚

　
　
　
　
協
慧
献
鹸

　
　
願
慧
護
購
鞍
鞍

4



かんきょう ，夢よ
る

鷺
ゆ
、
ヲ

春は引越しの季節！7

引越時には多くのゴミが出ます。こみの処理は適正に処理しましょう。

引越ごみの排出者の責任

　引越ごみの排出者は、引越をする家庭の方です。引越をする家庭は、自らが排出するゴミが不法

投棄等の不適切な処理が行なわれないよう、責任ある対応をしてください。

2引越しゴミの適正処理のために

．　　　引越をする場合は次のことに気をつけてください。

　　　（1）まだ使用できる物や資源として有効利用できる物は捨てずに、できる限りリサイクルするなど

　　　　　こみを減らすことに努めてください。

　　　（2）あらかじめ不要となるものを調べておき、家具などの大きなゴミは事前に直接搬入か村の粗大

　　　　　ごみ収集日に出してください。

　　　（3）不要となる家電製品のうちテレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機は家電引取業者（滝沢重機）や

　　　　家電の小売店等に引取りを依頼してください。

　　　（4）家庭から発生する引越ゴミは一般廃棄物です。村での自区内処理が原則です。直接搬入か村の

　　　　収集日に出してください。

　　　（5）一般廃棄物は、市町村から許可を受けた業者（一般廃棄物収集運搬業者）か又は引越を行う家

　　　　庭の方自らが運搬することしかできません。引越業者が許可を受けていない場合は、引越ごみ

　　　　の運搬や処分はできません。

　近年、衛生環境改善のため工事現場やイベント会場などに仮設トイレを設置することが多くなってき

ました。仮設トイレは一般家庭の便槽と違い、汲取量のわりに作業に時間がかかります。

　そこで、これを公平に負担していただくために、仮設トイレ汲取料金に2，000円の加算料金を設ける

ことになりました。

仮設トイレの汲取料金改定　平成15年4月1日より

仮設トイレ1棟1回につき汲取料金に2，000円加算されます。

・汲取量が3004未満の場合は

　汲取料金1，740円に2，000円加算され3，740円になります。

・汲取量が3004以上の場合は

　汲取量に104あたり58円を掛けた金額に2，000円加算されます。

上記汲取料金の中には消費税も含まれています。

汲取り依頼は期間に余裕を持って汲取委託業者に依頼してください。

5 広報なかさと平成15年3月10日
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　2月21日㈹、総合センターで「市町村合併住民懇談会」が行われ、会場には約

60名の人たちが集まりました。

山本村長はあいさつで、「より良い合併を目指すには、より住民の皆さんの意

見を拝聴し、協議の場で反映させていくことが自分の責務」「市町村合併を考え

るにあたって、十日町広域圏の中での中里村の位置付け（役割）を明確にする

ことで、特色のあるこの地域をつくって　躍螺麹嚇＿＿

と一緒に議論を深めていき、一致団結し

て中里村の方向性を主張していきたい。」

と語りました。

集まった人たちから合併に関しての質

問や要望、賛成、反対などの意見が多数　　　　　　　　　．饗難

出され、積極的な議論が展開されました。

◆市町村合併に関する動き（予定含む）

2月21日　　第2回十日町広域圏任意合併協議会（クロス10）

・主な内容　事務事業の調整方針、任意協議会小委員会設置要領、新市将来構想

　　　　策定方針について、原案どおり承認。

2月26日　　第1回新市将来構想検討委員会（中里村総合センター）

・主な内容　各市町村の住民代表（市町村各5名）に、協議会長から委嘱状を交付。

　　　　諮問書の交付。委員長・副委員長を選任。会議の運営方法、住民

　　　　アンケートについて原案承認。ほか

3月13日　　第2回新市将来構想検討委員会

　　　　（十日町市情報館・午後1時30開会・傍聴可能）

3月25日　　第3回十日町広域圏任意合併協議会

　　　　（川西町総合センター・午後1時30分開会予定・傍聴可能）

◆十日町広域圏合併任意協議会事務局　盈52－7725
㊥嶺趨轡櫓簿囎⑬麟鍾轡癖鐘番線麟融窃麹瑠翰奪轡融魯轡⑭軸鍛愚翻嚇轡働馨蜷鐘瞬麟覇欝轡萄騨趣離麟簿轡翁鱒嚇鯉愚鐙麟櫛馨

囹国固国

撚難㈱ひ醗纐

『灘
　　』　　　　　　　P

　　コ
　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　P　　『　　　』　　』　　籔

鈴木彩花ちゃん（1歳）⑳

克巳さん・霞さん夫妻の長女（下山）

　つかまり立ちを始めた彩花ちゃ

ん。壁をつたって歩いては、障子

をやぶってしまうそうです。

　そしてリモコンや携帯電話な

ど、ボタンがたくさんあるものが

大好き。ボタンを押しては、テレ

ビやエアコンなどの反応を見て喜

んでいるそうです。

　ご両親はそんな彩花ちゃんに

「明るく思いやりのある、優しい

子になってね。」と話していまし

た。

十
日
町
広
域
圏
地
方
分
権
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
分
権
は
本
格
的

な
実
行
段
階
に
あ
り
ま
す
。
「
地
方
分
権
と
市
町
村
合
併
」
を
テ
ー
マ
に
、
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
地
域
で
ど
う
実
現

し
て
い
く
か
、
地
方
分
権
に
詳
し
い
P
H
P
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
荒
田
英

知
氏
を
招
い
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
地
域
の
代
表
者
に
よ

り
「
将
来
の
十
日
町
圏
域
に
つ
い
て
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
は
議
論
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
6
市
町

村
が
一
堂
に
会
し
て
議
論
い
た
だ
く
の
は
初
め
て
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

当
日
会
場
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
平
成
1
5
年
3
月
1
5
日
出
　
午
後
6
時
～
9
時

◆
会
場
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
第
1
部
　
基
調
講
演
「
地
方
分
権
と
市
町
村
合
併
」

　
　
講
師
”
P
H
P
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
　
荒
田
英
知
氏

・
第
2
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
将
来
の
十
日
町
圏
域
に
つ
い
て
」

　
パ
ネ
ラ
ー

　
　
十
日
町
市
　
佐
藤
信
二
（
十
日
町
商
工
会
議
所
理
事
長
）

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
正
敏
（
十
日
町
青
年
会
議
所
理
事
長
）

　
　
川
西
町
　
金
子
ヒ
ロ
子
（
妻
有
郷
食
の
研
究
会
「
し
ぶ
み
工
房
」
）

　
　
津
南
．
町
　
上
村
芳
男
（
大
井
平
集
落
総
代
）

　
　
中
里
村
藤
ノ
木
信
子
（
お
ら
村
ど
う
す
る
？
し
ゃ
べ
く
り
広
場
世
話
人
）

　
　
松
代
町
奥
平
百
合
（
ち
ゃ
も
っ
こ
屋
鄙
歌
店
主
）

　
　
松
之
山
町
　
柳
　
　
一
成
（
ひ
な
の
宿
千
歳
取
締
役
専
務
）

　
　
新
潟
県
　
飯
塚
吉
昭
（
新
潟
県
総
務
部
新
行
政
推
進
室
室
長
補
佐
）

◆
そ
の
他

　
中
里
村
で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
午
後
5
時
2
0
分
中
里
村
役
場

前
出
発
し
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
者
は
3
月
1
4
日
働
ま
で
に
、
中
幸
村
役

場
企
画
観
光
課
（
忠
6
3
－
3
1
1
1
）
担
当
”
南
雲
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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第
1
6
回
償
濃
糊
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク
申
込
灘
繕
つ
い
て

◆
申
込
締
切
　
4
月
2
8
目
㈲

　
毎
年
4
月
2
9
日
㈱
に
行
わ
れ
る

「
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
」
の

申
込
み
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
新
し
く
、
中
里
～
十

日
町
間
を
歩
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
ゴ
ー
ル
後
、
十
日
町

市
博
物
館
を
無
料
で
見
学
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
魚
沼
の
春
を
満
喫
す
る
大
変
よ
い

機
会
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
回
覧
版
に
て
参
加
申
込

み
要
項
を
回
覧
し
て
お
り
ま
す
。
申

し
込
み
た
い
方
は
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
ま

で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員
　
約
1
0
名

◆
申
込
締
切
　
3
月
2
0
日
㈲

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
民
生
課
　
保
健
衛
生
係

　
晋
6
3
1
3
1
1
1

新
潟
県
・
立
自
然
科
学
館

母
子
礫
麓
推
進
員
《
ボ

ラ
ン
云
雀
灘
卿
蓼
集
冒
・

　
村
で
は
、
毎
月
子
ど
も
た
ち
（
O

～
3
歳
）
の
体
重
測
定
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
体
重
測
定
に
協
力

し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
期
間

　
平
成
1
5
年
4
月
～
平
成
1
6
年
3
月

灘
巻
の
特
鋼
展
『
補
秘
の
発
・
齢
量
團
籔
5
太
陽
が
窃
の
贈
O
も
の
～
騒
☆

　
3
月
2
1
日
働
～
4
月
6
日
側

　
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
や
映
像
に
よ
り
、
神
秘
的
な
オ
ー
ロ
ラ
の
姿
や
そ
の
原
理

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
主
な
展
示

○
オ
ー
ロ
ラ
写
真
展
…
す
ば
ら
し
い
オ
ー
ロ
ラ
写
真
を
展
示

○
宇
宙
か
ら
の
オ
ー
ロ
ラ
観
測
…
人
工
衛
星
の
模
型
を
展
示
、
そ
れ
ら
に
よ
る

　
観
測
結
果
を
解
説
。
　
　
　
な
ど

灘
鍵
⑧
⑧
蕊
難
新
展
添
　
躍
ー
繋
繋
叢
・
秘
ア
饗
テ
擢
ー
劇
場
嚢

　
生
活
の
科
学
3
階
に
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ァ
リ
テ
ィ
ー
劇
場
が
新
し
く
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

○
バ
ー
チ
ャ
ル
・
デ
ィ
ノ
・
ワ
ー
ル
ド

　
最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
描
か
れ
た
立
体
映
像
と
立
体

音
響
の
迫
力
、
そ
し
て
大
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
飛
び
出
す
恐
竜
た
ち
を
体
験

○
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
実
演

　
最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
欠
か
せ
な
い
モ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
プ
チ
ャ
ー
技
術
を
実
際
に
体
験

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
　
新
潟
県
立
自
然
科
学
館

　
新
潟
市
女
池
南
3
丁
目
1
番
－
号
　
盈
0
2
5
－
2
8
3
－
3
3
3
1

　　　　　　　　　　　　　壬
　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　麟

　　　　　　　　　　趨騨　　　　　　一⑱　　　翅勤⑳
　　　　　　　　懸　　　　　　　譲　　　　　　難

　
山
　
道
　
高　幸
美
寿
明

　
部
　
阿
、
　
｛

と
人

騨
隼

結蔀｛桑原智幸興／田沢

鰍榔聡誠美／朴木沢

難
響　灘諜灘

服部ミネ（76）東田沢

石澤貞一（94）田沢
高野直治（75）芋　沢

井ノ川良治（53）本屋敷

島田幸男（75）倉　俣

山田保一（73）東田尻

大島利雄（76）倉　俣

山田熊一（92）田代
鈴木ケサ（81）荒　屋

※掲載を希望しない方は届け出の際に
　申し出てください。

今月の納税と振替日

（3月31日）

（3月31日）

（3月31日）

（3月25日）

■国　保　税

■介護保険料

■保　育　料

■上下水道

㊥行政相談員の“ご存じですか？”［豆］㊦

纏配偶者からの暴力、児童虐待の防止等について、行政が相

　談・支援・保護等を行うための法律が制定されました。

⑱中央省庁等の改革の一環として、4月1日に

響濡『が「日本郵政公脈移行設立　禰

繋纒叢数の纏藪
《蕪繍撫蕪露翻慧◎園業累謙鎌

交通事故件数………………　5件

死者………………1人

傷者………………6人
死亡事故ゼロ………………48日

驚

広報なかさと平成15年3月10日7



今年7月20日～9月7日まで十日町広域圏内で開催される
『アートトリエンナーレ2003大地の芸術祭』を盛り上げるアイ

テムのひとっとして、来訪者への満足感を向上するために公式

グッズの商品化及び販売をいたします。つきましては、この公

式グッズの開発・製造・販売などに携わり法人・個人を問わず

大地の芸術祭を共に盛り上げていただける方々を対象に、次の

内容で説明会を開催いたします。ご参集をお願いいたします。

◆日　時　平成15年3月20日㈲　午後2時～4時

◆会　場　十日町情報館l　F　視聴覚ホール

◆対象法人・個人問わず、大地の芸術祭公式グッズに興味

　　　のある方はどなたでもご来場ください。

◆内　容　①開発方針の説明

　　　②グッズ開発に関わる規約について

　　　③販売方法及び流通の基本計画　　　等

◆その他　座席準備等の都合がございますので、ご来場をご希

　　　望の方は事前にご連絡ください。（当日受付も可能

　　　です。）
◆問合せ先　十日町地域広域事務組合企画振興課

　　　　盈57－2637　担当：斎喜・石沢

3／16 本町クリニック葎翻剰

囲
團
　
｝

3／21 たかき医院葎爵鴇

置 3／23 小林内科医院葎解蕎

3／30 富 田医院緕噌榔
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。
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台
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。

　
今
年
の
桜
は
き
れ
い
に
咲
い
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

　3月15日～4月5日
暮二》しの7りしン‘ゲー

15出

16（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

17（月）

18㈹

19㈱

遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：00受付

補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

20体）

成分献血　固総合センター
◎10：00～12：00、13：00～15：00

心配こと相談（村山篤稔）固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

21働

22（七

23（1日〉 ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

24（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

25㈹

26㈱

27体）

28働

心配こと相談（廣田和子）　固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00、

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

29仕）

3αm
ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

31（月）

1㈹

2㈱ 補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

3体）

4働
心配こと相談（樋口虎治郎）　固デイサー

ビスセンター　◎13：30～16：00

5出

　　※変更ずる場含があります。ご網の際は確認を

　　　　　　　　　お願いします。
麟　　　鰯

⑳人ロ

⑳世帯数

2月末現在（）は前月比

男3，181人（一7）
女3，197人（一4）
計6，378人（一11）

　1，695　　（十　1）
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